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ルは正規表現をもってプログラミングするが,形態素解析は MeCab を,辞書は IPADicを用い
た。ところが,テスティングでは,MeCabの誤解析による文と文型とのミスマッチングが起こ
った。その一部は IPADic の形態素に付与する品詞情報に起因すると考えられる。そこ















                                                        
1 蔡佩青・魏世杰(2020)「正規表現による文型検索ツールの提案と試作」。 
2 メタ文字(Meta Character)と呼ばれる特殊文字を用いて,文字列を一つの形式で表現する方法である。詳








①文型を 20 選出する。 
②各文型に対して例文を 10 文作成し,計 200 文をパターンマッチングテスト用のデータ
にする。 









表 1 パターンマッチングテスト用文型 
1 動詞未然形＋ない＋て＋は＋いけない 11 形容詞連用形（く）＋動詞 
2 動詞連用形＋て＋いる 12 形容詞連用形（かっ）＋たり 
3 動詞連用形＋た＋こと＋が＋ある 13 形容詞連体形＋名詞 
4 動詞連用形＋た＋ところ 14 形容詞仮定形＋ば 
5 動詞連用形＋たい／たがる 15 形容詞語幹＋そうだ 
6 動詞終止形＋と 16 形容動詞連用形（に）＋動詞 
7 動詞連体形＋こと＋が＋できる 17 形容動詞連用形（だっ）＋たり 
8 動詞連体形＋ようだ 18 形容動詞連体形＋名詞 
9 動詞仮定形＋ば＋動詞連体形＋ほど 19 形容動詞仮定形（＋ば） 










                                                        
















析後の出力フォーマットと正規表現の記述とは,表 2 のように対応させる。 
 
表 2 MeCab の品詞付けと正規表現の記述との対応 
MeCab 表層形 発音 原形 品詞（細分類 1・2・3 を含む） 活用型 活用形 





















正規表現の作成が完成したのち、前述した 200 の例文をもって 10 の文型とパターンマ
ッチングを行う。理論上,文型に従って例文を作成したので,例文はそれぞれの文型にマッ









次に掲げるのは文型 5 と文型 6 の例文（下線は筆者,以下同）だが,いずれもパターンマ



































8 例えば,Web 上の新語・流行語が追加・更新できる MeCab 対応の拡張辞書「NEologd」が有名である。 
































てみた。インタフェースに任意の文章を入力すると,表 1 に挙げた 20 の文型に当てはまる
文があれば,自動的にリストアップされると同時に,指定の文型が使用されている箇所が赤
字で表示されるようになる。図 1 はその試作版のテスト画面である。なお,図 1 に使用した
文章は本稿 2.1 節の一部である。 
                                                        
10 北原保雄編(2010)『明鏡国語辞典』第二版。 


















上述したように,IPADic を UniDic に換えたことで,蔡・魏(2020)でぶつかった課題はほぼ
解決できたように思う。ただ,一部の形態素誤解析の問題は依然として残っている。例え
ば,文型 5 の例文として挙げた「彼女も今回の交換留学に参加したがっています」につい






試作版の画面を掲げておく（図 2）。辞書の IPADic と UniDic が選択できるようにするとと
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関連 URL 
Python regular expression documentation: https://docs.python.org/3/library/re.html 
MeCab with IPADic:  https://pypi.org/project/mecab-python3/0.996.5/ 
MeCab with UniDic:  https://github.com/polm/fugashi 
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